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抄録：学校体育において児童に身につけさせるべき基礎的動きを，これまで実施してきた基礎的動きに関す

る研究プロジェクトの成果から概括し，小学校体育における基礎的動きは何を意味するのかを検討すること

を目的とした．基礎的動きの選定において，体育授業内容の発展にあわせること，評価の観点を明らかにす

ることがまず重要であると確認された．そして，評価項目の簡便性，信頼性，難易度，さらに実際の成就率

をもとに基礎的動きの項目を精選した．統計的分析から基礎的動きは 6 つの因子にまとめられ，それぞれの

因子を代表するテスト項目も提示された．京都府内の小学校では基礎的動きを体育授業に取り入れ，児童の

動きの発達を促し，体力の向上に役立てている．しかし，小学校における基礎的動きの本質的な意味・価値

は，基礎的動きを学習計画に反映させることばかりでなく，小学校教員がそのような考え方や見方で体育授

業に取り組むことにあると示唆された． 
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Ⅰ．はじめに 

 小学生の体力低下問題が顕在化して久しい．ここ数年で体力テストのいくつかの項目は下げ止まりが認められ

ているが，小学生児童の体力が低くなっている事実は大きくは改善されていない（文部科学省，2010）．子ども

たちの将来のスポーツや日常生活における身体活動を保障するため，ある一定の体力水準を児童期に獲得させる

ことは重要であるのは間違いないが，体力をつけることが目標になっては，高い体力を身につけたとしても将来

の身体活動に役立たない体力となり得てしまう．スポーツを楽しむため，日常の身体活動を積極的に行なうため

には，自分の身体をできる限り思うように動かせることが必要不可欠であろう． 

 ガラヒュー（1999）は，基礎的な運動スキルのカテゴリーとして，姿勢制御，移動運動，操作運動の 3 つに

分類し，それぞれの基礎的動きが，将来のスポーツや日常生活の動きの獲得につながることをモデルとして提唱

し，幼少年期に基礎的動きを獲得することの重要性を指摘している（図 1）．阿江（2008）は，日本体育協会の

プロジェクトにおいて，日常生活に着目した 12 種，生存・危機の場に着目した 10 種，スポーツに着目した 7

種の基礎的動きを提案し，大学生や小学校教員が評価の観点を学習するための DVD を作成し，指導者が評価の

観点を学習して，評価し，指導することの重要性まで指摘している． 
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 学習指導要領の小学校体育において，第 1 および 2

学年（低学年）における目標に「簡単なきまりや活動

を工夫して各種の運動を楽しくできるようにすると

ともに，その基本的な動きを身に付け，体力を養う．」

と述べられている．第 3 および 4 学年（中学年）にお

いては，「活動を工夫して各種の運動を楽しくできる

ようにするとともに，その基本的な動きや技能を身に

付け，体力を養う．」となり，第 5 および 6 学年にお

いては，「活動を工夫して各種の運動の楽しさや喜び

を味わうことができるようにするとともに，その特性

に応じた基本的な技能を身に付け，体力を高める．」

と変化する．すなわち，学習指導要領において小学校

体育において何よりも動きの獲得を第一義とし，その

結果として体力の向上を図ることを意図しているこ

とが伺われる．しかし，ここでの基礎的動きは器械運

動や陸上運動などの各運動領域における動きにつな

がる基礎的動きを意図していると一般的に解釈され

るであろう． 

 すなわち，学校体育における基礎的動きを考えるためには，少なくとも学校体育で実施される運動につながる

ことを意図した基礎的動きがどのようなものかを検討しておく必要があろう．しかしながら，学校体育において

基礎的動きを項目化し，児童（学習者）がその動きを実施するポイントが何で，教員（評価者）がその動きを評

価する観点および評価基準を検討したものはほとんど見当たらない．高橋（2006）が指摘しているように，体育

授業においても最低限身につけさせるべき学習内容が問われている中で，タイムや数値で測られる達成度ばかり

でなく，動きのよしあしを質的に評価することは，学習内容や教授方法へのフィードバックにもなり，体育授業

の質を向上させることにもつながると考えられる． 

ここでは，学校体育において児童に身につけさせるべき基礎的動きを，これまで実施してきた基礎的動きに関

する研究プロジェクトの成果から概括し，基礎的動きの項目，評価方法，基礎的動きの実態を考察して，小学校

体育における基礎的動きは何を意味するのかを検討することを目的とする． 
 

Ⅱ．基礎的動きの選定と調査 

児童がさまざまな動きを身につけていくこと，動きを発達させ，洗練させていくことが目指すところであるが，

学校体育で基礎的動きを取り扱うためには，まず動きを評価することが必要不可欠であろう．すなわち，体育授

業においても児童がどれくらいの動きを，どの程度身につけているのかを知り，学習内容を検討し，教材および

指導方法を吟味し，そして効果を評価しなければならない．村瀬（2005）は，これまでの研究から幼児における

運動技能のテスト方法と発達変化をまとめている．さらに，運動能力の合否判定テストにおいては，どのような

動きの項目を，どこに着目して評価すべきか，具体的な評価方法と基準を提示している．運動能力と運動技能の

定義についてはここでは取り扱わないが，動きの質的評価の項目や評価の基準を検討し，評価結果を取りまとめ
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ることで，幼児の運動技能の構造を究明していることは，小学生児童においても動きの質的評価によって運動能

力の発達状況を把握できる可能性を示唆していると言えよう．しかし，幼児において，さらに健全な発育発達状

況をスクリーニングするための研究は多く行なわれているものの，小学生児童の，さらには学校体育の学習内容

の発展と対応した動きの評価についてはこれまでほとんど検討されていない． 

 表 1 は，本研究で最初に作成した基礎的動きを構造的に示したものである．ガラヒュー（1999）の基礎的動

きの分類を参考に，小学校体育で行なわれる運動領域と中学校での運動領域が含まれるよう配慮し，ある 1 つの

基礎的動き（レベル 1），状況に合わせたり動きを組み合わせたりした動き（レベル 2），動きや力をコントロー

ルしてスポーツの基礎となる動き（レベル 3）とレベル分けし，各レベルで 20 種目を考案した．これらの項目

を考案する過程では，動きの難易度と体育授業で評価可能であるかの簡便性を重視した．この中からさらに，実

際の小学校での測定時に実施可能な 40 項目に絞り，低学年から高学年では実施する項目を差別化して測定した．

測定は，平成 19 年 11 月 8 日から 12 月 20 日の間に，附属京都小学校の 2 年生から 6 年生の計 125 名を対象に

行われた．評価者は，体育を専門としている教員及び学生が行い，あらかじめ評価の方法や評価観点を確認した

後，評価を行なった．評価のばらつきを小さくするため，それぞれの動きの項目に 3 つの評価観点を示した．表

2 は，体育館で実施した 17 種目における評価観点の例である．評価は，「できる」「なんとかできる」「できない」

の3段階とし，児童6人から8人のグループに2～3人の評価者で行なわれた．これらの結果の詳細は，河野（2008）

および中（2008）にまとめられている． 
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動きの成就率を算出するとともに，評価者間の一致率を求め，これらをもとに基礎的動きの項目をさらに精選

した．すなわち，評価の一致率が高い項目は，客観性が高く，信頼できる項目で，逆に一致率が低い項目は，評

価者が変わると評価結果が変わってしまう恐れがあるため，評価項目としての信頼性が低いと考えられた．そし

て，成就率が全学年で 30%未満であった項目は難易度が高く，また 80％以上であった項目は難易度が低いと判

断し，測定項目として適切でないと考えられた．レベル分けされた項目においても，分けて評価する必要がない

項目，たとえば「おんぶができる」と「おんぶして歩くことができる」は，評価結果に差がないことから「おん

ぶして歩くことができる」さえ評価すればよいと考えられた． 

Ⅲ．基礎的動きの成就率 

基礎的動きの測定・評価は，京都府教育委員会（2010）の「京の子ども元気なからだスタンダード」事業へと

引き継がれて実施された．表 3 は，検討後の基礎的動きの 31 項目を示したものである．これらの基礎的動きに

ついて京都府内の小学校 3・4 年生約 2500 人を対象に動きの質的評価を実施した．3・4 年生を対象に限定した

理由は，動きの成就率が 3 年生から 4 年生で大きく変化すること，1・2 年生では動きを実施するときに説明を

理解できていない場合があること，5・6 年生では信頼性の高い動きの評価項目では成就率が高いことと，基礎

的動きができない場合も身についていないのか，モチベーションが下がっていてやらないのかわからないという

問題もあること，などであった． 
京都府内の小学校の測定においては，評価の一貫性を保つため評価マニュアルを作成して，評価は教育委員会

および大学の体育教員が実施し，補助学生が見本をみせ，どこで，いつ，誰が行なっても同様の評価が行なえる

ように工夫した．図 2 は，評価マニュアル例である．いずれの動きの項目もこのように，測定内容，必要な用具，
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評価観点を，さらに図や写真で動きのポイン

トを図示した．この評価マニュアルも 2 年に

わたって調査を実施した間に何度か改訂さ

れた．評価は，4 段階で行なわれ，①全くで

きない，②不完全な（不十分な）動きしかで

きない（不安定・不完全・ぎこちない動きな

らできる），③できる（なんとかできる，一

応こなすことができる），④非常にうまくで

きる（正確に，安定して，素早く，スムーズ

に，ダイナミックな動きができる）とした． 
図 3 と 4 は，基礎的動きの成就率を 3 年生

と 4 年生の合計で示したもので，それぞれ男

子と女子のものである（中ら，2009）．ここ

で成就率は，4 段階評価のできると非常にう

まくできるに相当するものの割合である．男

子では，「ドリブル」や「かえるの足うち」

で成就率が高いこと，「障害跳び越し」や「前

転」などは成就率が高いものの非常にうまく

できるものの割合は低く，できるものが多い

ことがわかる．すなわち，このような動きは

身についているが，洗練されていない，ある

いは洗練されにくい動きとも言えよう．また，

「連続ボレー」や「後転」は成就率が 50%程

度で，小学生にとって難易度の高い動きであ

ることがわかる．さらに女子では，男子と同 
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様の傾向以外に，ボールを手で打つ「手打ち」やバットで打つ「用具打ち」，オーバーハンドスローの「ボール

投」やボールを蹴る動きなども成就率が低かった．これらは，女子ではボールを投げたり，打ったりする，蹴っ

たりする野球やサッカーの経験が少ないことが表れているのであろう．  
測定されたデータは，さらに因子分析によって，6 因子とそれらの因子を代表する 12 項目が抽出された．図 5

は，因子分析の結果，抽出された基礎的動きのスタンダードとそのテスト項目を示したものである．京都府では，

これらを小学生児童に身につけさせるべき基礎的動きということから，動きのスタンダードとして，その成就率

やテスト項目，遊びなどで身につけるための実践例などをまとめて，小学校に資料を提供している．すなわち，

基礎的動きとは，どのような動きで，いつ，どれくらいの発達をするのかの基準を提示したものと考えられ，こ

れをスタンダードにして，各小学校や各学年，クラス，さらには個人において動きの身についている状況を把握

し，これまでの授業や遊びの実態とこれから取り組むべき課題を検討するために役立つものと言えよう． 

 

Ⅳ．まとめ 

基礎的動きの獲得は，おもに遊びを通した運動経験に大きく影響されていることが予想される．しかし，シュ

ミット（1994）がスキーマ理論で提唱しているように，スポーツにつながるような複雑でダイナミックな動きは

必ずしもある動きを学習したからといってその動きのみが学習されるわけではなく，動きの大枠が記憶され，さ

まざまな動きに転移可能であり，相互に学習効果が影響し合っていると考えられる．すなわち，基礎的動きは，

詳細に設定してそれのみを繰り返し実施して身につけるものではなく，図 5 に示したように，抽象的に把握され

るもので，その動きに相当する運動を種類多く，回数多く実施することで身につけるべきものと考えられる． 
基礎的動きも体力と同様に，かつては遊びの中で身についていたもので，あえて取り上げる必要があるのかに

ついて議論が不足している．しかし，現代の子どもたちの環境を昔のようにすることは難しく，そのため体育授

業や学校の体育的活動に期待せざるを得ない．すなわち，学校体育では，さまざまな活動を通して基礎的動きが

身につくことを期待して行なわれるべきで，基礎的動きが身につけば子どもたちは運動やスポーツを楽しむこと

ができ，運動量が増え，結果的に体力が向上することも期待できよう．これは，基礎的動きとは何か，それをど

のように身につけるかを検討することが，体育の充実につながること，さらに言えば体育の本質的な取り組みで

あることを示唆するものであろう． 
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京都府教育委員会（2011）は，「京の子ども元気なからだスタンダード」を活用するため，指定した小学校に

おいて，動きのスタンダードの評価，それを改善するための体育活動，そしてその効果を再評価する取り組みを

行なっている．この取り組みは，動きのスタンダードを改善しようとすることが，児童の元気な活動を促して動

きが身につくとともに体力が向上するばかりでなく，体育を専門に学んでいない小学校教員が体育の本質的な活

動に気づき，教員間相互の体育に関する情報交換，体育活動のより深い理解と工夫された実践につながることを

期待している．今後，ますます基礎的動きという考え方を学校体育現場に取り入れ，基礎的動きとは何か，どの

ように身につけていくべきかを検討し，実践することが望まれる． 
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